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令和６年度の教育活動も、まもなく終えようとしています。今年１年、大きな事故等もなく、子ども

たちが元気いっぱいに活動することができました。保護者の皆様、地域の皆様のたくさんのご協力やご

支援があったからこそだと思っています。ありがとうございました。

さて、本校の特色ある活動として「異学年交流」があります。思いやりの心を育むため、学校行事や

児童会活動等に異学年交流の場を設定し、教育活動を進めてきました。行事と日常生活の両面から縦割

り班活動を行うことによって、異学年の子どもが協力して活動を行う機会が増え、高学年はリーダーと

しての自覚をもち、下級生の面倒を見ようとする態度が確実に身に付いてきています。

また下級生は、高学年の子どもをお手本としながら集団の一員という意識の向上につながりました。

【主な活動例】

○みんなで遊ぼう

何をして遊ぶのか遊びの内容を話し合い、６年生が中心となって用具の準

備をしたり活動を進めたりしました。子どもたちのたくさんの笑顔を見るこ

とができました。

○さつまいもの苗の定植といも掘り

きょうだい学年を組み、さつまいもの苗の定植といも掘りを行いました。

土が固くなかなか掘り進めることができない時は、上学年の子どもが優し

くお世話している姿が見られました。掘ったさつまいもは、本校所有の「焼

き芋器」で、やきいもにしておいしく味わいました。

○全校昼清掃

全校で縦割り班清掃を行っています。上級生は下級生にほうきの使い方

や作業の順番などを優しく教え、勤労の大切さと同時にリーダーとしての

自覚も高まってきています。

来年度も学校行事や児童会活動に異学年交流の場を設定し、「相手をいた

わりなかよくする心情の育成」「思いやりの心や自己肯定感の高まり」等に

努めていきたいと思います。

１月30日（木）、今年度３回目の避難訓練を行い

ました。今回は、「積雪時の地震発生時において、

安全な行動の仕方や対処の方法を身に付けること」

をねらいとして実施しました。地震などの災害は

いつ起こるかわからないことをふまえ、「冬場の避

難には防寒着を着用すること」「家でそんな場面に

遭遇したらどう対応するか家族で話し合っておく

こと」等を、全員で確認しました。来年度もあら

ゆる場面を想定した訓練を実施し、一人一人の防

災意識を高めていきたいと考えています。
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○男鹿ソフトテニスクリスマスカップ Ｕ-14
優勝 八郎潟・白神合同チーム
第３位 八郎潟ソフトテニススポ少

○令和６年度第18回春季全日本
小学生ソフトボール大会県予選会

優勝 八郎潟ソフトボールスポ少
○ショートテニス ジュニアサーキット

チャレンジアキタ 2024 第３戦
U-10男子 第１位 ４年 〇〇 〇〇
U-12女子 第３位 ５年 〇〇 〇〇

○第７回男鹿潟上南秋書き初め展
金賞 ３年 〇〇 〇〇
銀賞 ６年 〇〇 〇〇 ６年 〇〇 〇〇
銅賞 ３年 〇〇 〇〇 ３年 〇〇 〇〇

３年 〇〇 〇〇 ３年 〇〇 〇〇
５年 〇〇 〇〇 ６年 〇〇 〇〇

○第６回樋渡満子杯バドミントン交流会
男子６年生ダブルス

準優勝 ６年 〇〇 〇〇
○長澤初男杯争奪第９回東北女子ソフトボール交流大会

優勝 オール秋田 ６年 新田 柊 ６年 〇〇 〇〇

４日（火）６年生ありがとうの会 14日（金）卒業証書授与式 ＳＢ12:10

５日（水）フッ化物洗口日 全校５校時限 20日（木）春分の日

６日（木）全校５校時限 21日（金）修了式 全校３校時限、ＳＢ11:30
11日（火）読み聞かせ（４年） 22日（土）春季休業（～4/7）

12日（水）卒業証書授与式全体練習 28日（金）離任式

全校５校時限

13日（木）卒業証書授与式準備（５年）ＳＢ13:40

５年生：５校時限、他学年：４校時限
４／８(火)新任式 １学期始業式 ＳＢ11:00
４／９(水)入学式 ＳＢ11:00

全校児童が、この一年間お世話にな
った地域の方々や給食調理員の方々に
感謝のお手紙を書きました。２月３日
（月）に「感謝の会」を開催し、代表
として健康委員会の子どもたちが、地
産地消の会、はちらぼ、ファーム夢未
来、地域安全ボランティア、給食調理
員の方々へお手紙を渡し、感謝の気持
ちを伝えました。

２月のＰＴＡで話題にしていただいた「運動会の平日開催」についてですが、学級懇談で各学年
から次のようなご意見を主にいただきました。

以上の意見を参考に協議した結果、来年度の運動会は、右のように行うこととしました。

＜Ｒ７運動会予定＞
令和７年５月17日（土）
９：００スタート
予備日 20日（火）

内容については、来年度検討

・延期になった時、平日２日間休みを取るのは大変。
・どちらでもよいが、早く予定を教えてほしい。
・祖父母や親戚等の応援が減る。
・学校の考えに従う。 等


